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機械利用組織に関する一考二

一北海道十勝地域の事例を中心として一

小　林

1．問題意識と課題

2．ナ勝地域に齢ける機械利高組織の実態

3。個別経営の経営展開と機械利周組織との関連

　1）士幌町M地区に論ける箏例分析

　2）鹿追町S地区に細ける事例分析

　3）事例分析の小括

4．機械利用組織の展開とその条件

1．　問題意識と課題

　戦後のわが国の農i業経営は、著しい社会構造の変化や技術革薮に伴う新しい生産：

技術の導入などにより大きく変貌してきている。

　わが国の代表的な畑作地帯である北海道十勝地域に齢いて竜その変貌は著しいが，

とりわげ、昭和30年忌後半以降のトラクター化の進展は、その後の農業経営の展

開に多大な影響を及照すことになった。なかでも、昭和4◎年代前半以降のトラク

ター化の進展は著しく、最近ではとくに大型機械化が顕薯に進展し、現在ではr部

分作業機化」の段階から「一貫機械化体剰へとより高次な段階へ移行しつつある。

　この急速な労働手段の高慶化篇機械化の展開は、農業経営の生産過程に大窓な変

’革をもたらし、最近では大型専用機の利用をめぐって、従来の家族労働力の枠をこ

えた労働組織による作業が存在し、農業部門にも緩慢ではあるが、大型機械化と密

接に関連しながら協業の発達が認められる点で、塚族労作的段階をこえた薪しい生

産力段階の萌芽がうかがわれる。

　この機械化の展開は、その多くが行政的な機械化事i業により、いわゆる利用組織

の形成を通して実施されている点で特徴的であるが、利屠組織の形成には経営の外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1：一



部条件と共に経営の内部条件が相互的に作用しているとみられる。すなわち、経営

の外部条件の主要なものとしては、大型高能率の機械・施設を組織的に利用すると

いう、いわゆる生産組織の形成を意図する政策的な働きかけがあり、経営の内部条

件としては、農業経営が貨幣経済。商晶化経済のなかで追求する高話の生産力発展

の契機としての組織化の必要性があり、この二つの条件が一致したところに利用組

織形成の主要因があると考えられる。そして最近、経営の大型化・専門化が急速に

進む十勝地域では、一定の生産力の高揚により大型高性能化する機械の利用をめぐ

って、その効率的利爾のための操業度の確保や、能率的利用のための労働組織の編

成などの側面から、機械利用組織の位置づけは非常に：重要になってきていると考え

られる。

　しかし、この機械利用組織の実態は、変貌する農業動向や経営展麗のなかで種々の

問題点を内包して煙り、機械利用と直接に関係して個別経営の経営展開にさまざま

な問題を投げかけている。

　本稿では、北海道十勝地域に吐ける機械利用組織を事例にとり、利用組織と個別

経営との相互関係を地域農業の実態とあわせて把握し．そして現在、個別経営や機

械利用組織が逢着している諸問題について検討する。具体的には、機械利用をめぐ

って問題が発生するのは労働過程であるところがら、個別経営の作業過程に着捨し

て、労働過程で直接に労働を担当する労働組織の実態を中心にしながら検討し、あ

わせて今後の個別経営の発展のための機械利用組織の論理についても補足的に触れ

ることにする。

　以下、行論は大略次の願序で展開する。

　α）近年、農業経営の大型化・専門化が顕著に進展している十勝畑作地帯に澄ける

機械化の実態動向を整理し、そのなかで機械富国組織の位置づけを明確にする。

　②代表的町’村に論ける機械利爾組織の典型事例を抽出し、地域農業の動向を基底

にすえながら、その実態動向や現在の特徴を組織構成員たる個別経営との関連で把

握する。そして、とくに利用組織の運営（機械利用）と個別経営の土地利用との相

互規定的関係（「個と全体」との関わり）を労働組織の側面を中心に検討し、機械

利用組織の積極的側面と消極的側面とを明らかにする。

　（3川上の分析から、利用組織やその構成員たる個別経営が現在直面している問題

　　　　　　　　　　　　　　　　一2一



点を浮彫し、機械利用組織の論理について考察する。

　ところで、行論に入る前に一般にいわれる生産組織と小稿でいう機械利用組織と

の関係、於よび労働組織的観点からの接近方法の理解について簡単に論及して齢き

たい。

　いわゆる生産組織の概念は、その理解が必ずしも一義的ではないが、農林省の定

義によれば、農業生産組織を狭義の生産組織と協業経営組織の二つに大別し、前者

を丁農業生産組織とは、複数（2芦以上）の農家が、農業の生産過程に論ける一部

または全部についての共同化に関する協定のもとに結合している生産集団ならびに、

農業経営や農作業を組織的に受託する組織の総称である。」と把えて、それを菰っ

紛類している匪躯躯餓ぱ二三．施設の二三し供三業髄じて

記してい徽三家の繍のみが共同矛彌繍に属すること瞳るが？）輔でと

りあげる機械利爾組織は、一応行政サイドからの各種機械化事業の導入を契機にし

て結成されたものに限定して扱うことにし、共同作業が必ずしも実施されては澄ら

ず、単なる共同所有のみで結合している組織も含めて理解する。二三によっては、

組織有機械による農作業受託が行なわれることもあり、農林省が定義している共同

利回組織の意味よりやや広義に、機械利綱に関して結成される複数の農業経営によ

る組織という嘉慶の理解にとどめることにする。

　ところで、わが国の大型機械化の進展は、二業経営自身の内発的な経営発展によ

り実現されたというよりは、むしろ構造改善事業等の各種機械化事業の政策的導入

を契機にして結成される利用組織を通じて実現される場合がぼとんどであり、「大

回騰入蘇は洞時磯械稠のための組織化麟だ。謹挫。旧い．こ

うした壕いわば上からの共同組織化綜、個別経営にとっては、生産過程に直接的に

影響する労働力や機械利用の側面での回路を克服するため、経営の補強・補完的意

味から利用組織に参加して自己完結をはかるところに意義をもつものである。資本

主義経済体制の下での農業経営が、本来個別的・私的性格を持たざるをえない点か

ら、機械利用組織も、組織構成員たる個別経営が生産過程で自己完結をはかるため

の補強・補完的機能を果たす存在として位置づける必要があろう。

　労働組織鳳、労働過程にむいて農業労働力を組織編成し、実際に農業労働を担当

する労働の組織として把えられるが、これは農業労働力や生産手段のあり方によっ・
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て存在形態を大きく規定される。生産力の発現という側面からみると、労働過程で

の労働組織りあり方自体がきわめて規制的に作用して、農業生産力の動向を規定し

ているが、逆にそれは生産力展開の結果的表現形態としても把えられ、農業生睦の

場で生産力と生産関係が実際に交錯する一側面として把握できる。小稿で、個別経

営と機械利用組織との相互関係を、主に労働組織的観点から分析しようとするのも

このようなねらいからである。

　近年の農業労働組織の諸変化を念頭に澄くと、変化の要因には種々の条件が考え

られるが、最も主要なものには、農業労働力の董的・質的変化と筋骨系統としての

労働手段の高度化＝機械化の進展を指摘できる。両者は，農業労働力の誠少に伴う

機械化の進展、あるいは逆に機械化の進展に起困した省力化の実現や労働力の質的

高度化の要請などのように、柏互規定的関係を持ちつつ労働組織を変化させている

が、とりわけ最近では、大型機械化の進展が労働手段の変化を促進する最大の要困

となっている。とくに、大型専絹機械（ビート移植機、ビートハーベスター、ボテ

トハーベスターなど）の利用に蘭しては、組作業でなげれば稼動しえないものがあ

り、労働組織的にみて家族労働力のような特殊な労働単位では既に労働組織を編成

できない現実があって、このような観点からも複数の擬業経営による機械利用組織

が要請される所似がある。農業部門での最近のこうした大型機械利用に触発された

労働繍の展疹肱二礫部門齢ける典鋤鰯業鱗展（茎｝燃勃、ぱ誹常畷

慢ではあるが、徐々に機械化段階での新しい協業体制が確立されつつある点で、新

しい生産力段階の萌芽状態がうかがわれるQ　しかし、このような新しい労働組織

の展開は、多分に労働過程全体の改変を要求する性質を有しており、それが農業経

営に導入。定着する際には大きな障碍を生じていることも事実である。例えば、農

業経営の生産過程にそくしてみれば、特定作物の部分作業の機械化が、その作物の

全体の作業体系のみならず，ひいては経営全体の生産過程の変化をもたらす場合な

どには、問題は一層複雑になる。

　いずれにしろ、「資本主義的な商贔生産の発達一史のなかで、澄くれた過渡的存在」

として把えられる家族経営にも徐々にではあるが労働組織の展開がみられるのは、「

社会的分業の一環を担う存在として、二三貨幣経済のなかにまきこまれていく過程

で点点簸と齢生産三三が髄促働にあらわ欄ことの帰結とし三二でき園。
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2．十勝地域における機械利屠組織の実態

第1表　十勝地域に澄ける機械化動向

昭和37年 4◎ 4　3 4　6 49 51

総　　農　家　数 21，26δ 18，953 17，605 13，531 正3，083 王2，492

個　　人　所　有 593 L798 4，717 7，083 61324 7，421

（総農家数ﾉ対する比率桃｝） （23） （9．5） （26．8） （52．3） （48．3） （59．4）

農塚（戸）

共　　同　所　有 王，833

（　　　〃　　　） 575 L39媛 3，7裏5 4β96 4，724 （正4の

利用組合所有 （2．7） （10，2） （21議） （36．2） （36．1） 2，303

（　　　〃　　　） （18．の

幾外業

ﾆの三
O事

総　事　業　体　数

､ち協業経営体数

（46）

R9

（48）

S8

（62）

@52

94

T6

261

U5

286

U6

30馬力　未　満 一 … 2L1 32．4 3玉．5 29．6

30～50馬力 点 一 … 3L4 46．玉 52．6

緯数（台）

50馬　力以　上 ｝ 一 一階 4．4 三8．7 32．3

合　　　　　　讃 5．8 22．五 35．4 68．2 96．3 1茎4．4

30　馬　力未満 3．5 14．0 20．3 3L3 30．1 28．5

30～50馬力 L2 4．5 7．2 19．1 32ほ 39．9

個人所有（台）

50　馬力以上 0．2 0．2 0．3 L5 1LO 22．0

合　　　　　　計 4．9 圭8．7 27．8 δL9 73．2 9G．4

（総数に対ｷる此率㈱） （84，5） （8娃．6） （78．5） （76．1） （76．0） （79．o）

3G　馬　力未満 0．3 （），4 α7 0．9 0．7 0．8

30～50鳶力 0．5 2．2 5．7 享2・0 12．0 10．6

共甲利絹組合所有（台）

50馬　力以上 α0 G．3 0．6 L9 6．1 8．三

合　　　　　　　計 O．8 2．9 7．0 14．8 18．8 19．5

（総数に対ｷる比率㈱） （133） （玉3．1） （19，8＞ （2玉．7） （19．5） （圭7．o）

30馬　力未満 0．王 O．2 0．7 0．3

30～50馬力 G護 0．5 03 2．0 2．三

躯業体所奮（A口）

50馬　力　以上
0．5

1．0 1．6 2ほ

舎　　　　　　　計 α三 0．5 α6 L5 4．3 4．5

（総数に対ｷる比率㈱） （α2） （2．3） （L7） （2．2） （4．5＞ （3．9）

注）F動吻耕転機・農用トラクター所有形態」の昭憩37年、40年、49年、Sl年には、動力耕伝機
　所有農家は含まない。　　　　　　　　　　　＿5」　　　　　「北海道農業基本調査」より作成。



　第1表は、十勝地域に於ける機械化の動向を概括的に整理したものである。

　まず、全体的動向（個人所有十共同・利用組合有十事業体有）をみれば、総計で

は昭利37年以降急速に機械化が伸長し、とりわけ43年以降その伸びが蓋しい。

これを馬力別にみれば、昭和46年頃寮では30馬力未満の台数が多いが、その後

やや減少に転じ、43年頃からは30～50馬力クラスが急増し、46年頃以降か

ら50馬力以上のクラスが急増して、最近の大型機械化の著しい進展がうかがわれ

る。

　機械利用組織については、表では共同所蒋・利用組合所蒋がほぼそれに該当する

と思われる。昭和娃6年頃蜜では、所有農家数比率と所有台数比率の増加に表われ

ているように、機械利用組織が機械化の展開に果たした役割は相当大きかったこと

が推測できる。その後は、両比率ともやや減少傾向にはあるが、昭和51年で33．1

％の農家が機械利周組織に参加しているように、機械化に果たす役割は依然大きいと

いわねばならない。ここでも、最近は全体動向と同様な大型機械化の伸長が特微的

である。

　王入所有は、従来から機械化の展開の支配的な形態であり、所有農家数は、昭和

37年以降ほぼ順増傾向を示し、所有台数比率は曝嘆6年頃査では漸減傾向にあっ

たが、51年ではやや増加に転じ、総体的に51年では個入有化の傾向の増大がみ

られる。ここでも43年頃以降からの大型機械化の進展が著しい。

　箏業体所有は、所有台数では全体の巾で量的に僅少であるが、最近個人所有や共

同・利用組合所念などと同様に大型機械化が進んでいるQ

　次に、第2表を参照して機械化動向との関連で十勝地域の農業動向を概観してお

く。十勝地域では昭和37年頃以降、農家数の減少に伴い経営の規模拡大が著しい

が、作付比率をみると、昭和37年頃以降まめ類の作付は一貫して減少し、それに

変って牧草類お・よび根菜類の作付が増加しているが、とりわけ牧葦類の伸びが著し

い。昭和43年頃以降根菜類は停滞に転じ、青刈とうもろこしや牧草類などの飼料，

作物や・1・麦などの作付が増加している。経営形態別にみれば、昭和37年頃以降の‘

酪農への傾斜が特徴的であり、昭和46年頃以降では混同経営形態の農家数がやや

減少し、経営の専門分化の傾向がうかがわれる。こうした経営の顕著な大型化の進

展や作付変動論よび専門化の動きは、上述した機械化動向と不可避的に関連してい
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第2表 十勝地域の農業；動向

昭和37年 40 43 46 49 5i

総　農　家　数　（戸） 21，265 三8，953 重7，605 13，531 歪3，083 董2，492

経農

c家
`比
ﾔ率
ﾊ㈱

畑　　　　　　作

ｲ　　　　　　同

E　　　　　　農

一一圏階 61．9

P7．1

P5．7

56．？

P5．9

Q1．4

49．6

P7．6

Q5．7

47謹

P7．0

Q7．8

50．9

P3．6

Q8．1

1戸幾農業従事者習事 2．7 2．9 2．9 2．9 3．3 3．0

三戸妾平均耕地薦積翰 ＆4 9．6 三〇．5 13．9 15．6 15．4

ば　れ　い　し　ょ

ﾄ　　ん　さ　　い

ｾ　　　い　　　ず

?　　　ず　　　き

｢　んげんまめ

ｬ　　　　　　　麦

ﾂ刈とうもろこし

q　　　華　　　計

6．3

T．6

P4．7

PL露

Q4．9

k8

R．6

Q3．7

9．2

r，7

X．8

X．楼

Q3．6

k7

R．6

Q7．0

10．8

OL5

T．廷

P0．7

P7．6

ﾇ．6

S．2

R4．4

9．3

PL6

?謡

P2．5

P5．a

Q．5

S．2

R8．4

8．3

Oi．7

U．7

V．5

X．3

R．5

U．2

S3．3

9．6

P0．3

U．1

T3

X．9

T．6

V．3

S4．3

注）　主要作物の作付比率のうち昭和37年、51年の爾年はそれぞれ38紙　50年で代替した。
　　「北海道農業基本調査」および「北海遜市町’村別農業統計」より作成。

ることは琶’うまでもない。

　また、機械化の展開と農家経済との関係について敷術して紛けば、第1図に示さ

れるように、北海道に情ける畑作農家の実態は隔昭和48年寮では一貫して農業粗

収益を農業経営費、家計費、公租諸負撞の含計が上園って齢り、農叡経済余剰は農

外収入に依存するかたちで僅少額実現されている。しかし、それは農業経営が独自

に大型機械化を実現しうるほどのものではなく、負債の総体的な大きさからみても、

財政資金や農協系統資金などの外部資本に相当部分依存したかたちでしか機械化を

促進できない状況にあったと考えられる。このような農家経済の実態からも、機械

利用組織などの共同組織化を要講ずる要因の一端をうかがうことができるQ
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第1図　畑作農家の農家経済の動向（北海道）

（千円）

7，000

6，000

5，000

4，000

3，000

2，000

且，000

田園國團［㎜目

農農農う家公農業外業ち計租外粗蔵経農費諸支収入営機　「負出
入　 費具　担
　　　費

sト

こン；

1・∵

・∴・

；1・：

1∴’

、l

l㌃

1∵

｝1’

1遅尋累日42年　　 44　　　　46　　　　48　　　崔9

負（改　　1503，2　　　　　LO　77」8　　　　1ρ64，9　　　　3274．6　　　3β46！1　　（評円）

注）　　「北海道農家経済調査報告書」よ餌乍成。
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第3表　農業労働力の調達状況（十勝地域）

1
ゆr

家族労働かク9 常　　雇 臨　　時　　雇 労　力交換 手　　伝　　い

轍 経営形態 総高家数

@（戸）

1戸嶺農業

]事慢帯員

うち蓋幹

J働力

常雇・臨時

甯ﾙ晶晶家

n率
@％｝

高麗入農

ﾆ比率
@㈱

臨時雇胤

_家比率

@㈱

実農家炉当薩
?人数（入） 晶晶農
ﾆ比率
@㈱

実農家1戸

膜ﾙ入人数
i入）

受入農
ﾆ比率
@㈱

実農家1戸

芬�?人数
i入）男 女

焔　　作 10，696 2．8 2．4 42．8 6．0 37．6 4．玉 57．4 12．7 21．7 5．9 25．6

混　　同 2，286 3．2 2．7 嘆5．8 4．9 4　L8 44 48，9　　21．4 21．4 8．2 12．9

昭和四十二年

酪　　農 3，781 3．0 2．7 39．7 3．9 36．6 5．3 39．．1 26ほ 20．9 9．3 王3．6

合　　計 17，727 2．9 ．2．5 44．3 5．3 39．8 4．3 53．9 17．3 2L8 7．1 19．5

畑　　作 6，363 2．9 一 5？．7 3．8 56．3 3．2 7？．2 34ほ 34．1 王0．5 i2，5

混　　　同 1，701 3．1 一 53．9 3．3 52．G 3．2 　1Uα313ゑ1　； 26．1 15．1 15．1

昭和五十一年

酪　　農
　　i35101　翫2

｝ 34．7 2．9 33．3 8．3
　…
EL・ P 43．1 25．9 ユ4．3 13．0

合．　計 ま2，492 3．0 2．5 5L3 3．3 49．9 4．1 67．6 36．9 29．5 12．2 13．0

注）「北海遵農業碁本調査」より作成。



第4表　主要畑作物の組作業概要（家族労働力単．位では作業が困難なもの）

作　　　物 作　　業　　名 使　用　機　械 入　　員　配　置 必要入門

移　　　　　穂

トラクター

ﾚ殖機（2畦）

_ンプトラック

トラクター運転1入

ﾚ難機のり4人

ｧ運搬1～2人

6　～　7人

iうち男1～2入）

てんさい トラクタ～

rートハーベヌター

_ンプトラソク2～3台

トラクター運転1人

nーベヌターのり重人

ﾄんさい運搬2～3人

　4　～　5　人

iうち男3～4人）

収　　　　　穫

i掘取、運搬） トラクター2台、　ビートタン

pー、ビートデガー

_ンプトラック2～3台

トラクター運転2人

fガーのり　　1入

ﾄんさい運搬2～3人

5　～　6　入

iうち男4～5人）

食　　　用　　o

增@子　甲

ﾎれいしょ

収　　　　穫

i　掘　取　）

トラクター

|テトハーベヌター
iウイセント）

トラクター　　至人

nーベスターのり4入

5　　人

i　うち男1入　）

小　　　麦
収　　　　穫
iメll国交、　∫悦穀

^搬）

コンバイン

_ンプトラック2～3台

コンバインのり1人

ｬ麦運搬2～3入

3～　4　入

iうち男3～4入）

ヌイートコ》

収　　　　　穫

i実取、運搬）

トラクター

Rーンハーベヌター

_ンプトラック2～3台

トラクター運転1人

nーベスターのり1入

kイートコーン運搬2～3入

4　～　5　人

iうち男4～5人）

ゲントコーン

収　　　　　穫

トラクター

tォー1ノージハーベヌタ｝

_ンプトラック1～2台

トラクター運紙1入

Qントコーン運搬1～2人

Tイロ積込2～3人

4　～　6　人

iうち男3～4人）

牧　　　草
収　　　　　穫

i集草、梱包

^搬）

トラクター　2台

iイドレーキ、べ一ラー

_ンプトラック

トラクター運転2人

ﾗ一ラーのり　1人

｣草運搬　　　1人

4　　人

i　うち男4人　）
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　唆た、機械化の進展と農業労働力との関係について触れて論けば、第3表は、最

近のほぼ十年間に診ける幾業労働力の調達状況を経営形態別に蓑とめたものである。

表によれば、1戸当農業従事世帯員数は、混同を除いて畑作、酪農とも：増加し、全

体的にもやや増加している。自家労働力以外では、常雇への依存度が各形態とも減少

しているものの、臨時雇、労働交換への依存は各形態とも高くなり、手伝いも受入

人数では畑作と酪農で減少しているものの、受入農家比率では各形態とも増加して

いる。このように、大型機械fピが促進されるなかでも全体的に襲業労働力は増大す

る傾向を示し、とくに臨時雇や労力交換などのように経営外部の労働力に依存する

かたちが強まってきていることがわかる。そして、とりわけこの傾向は畑作形態に

特徴的に表われている。

　第4表は、最近の大型特用作業機の利用に伴い、家族労働力単位では労働組織の

編成が困難になっている主要畑作物の作業について組作業の概要をまとめたもので

ある。表からも明らかなように、作業は移植・収穫作業などに集中しているが、い

ずれも大型高性能の・機械利用にもとつくもので、質的により高度の労働力（中心と

なるのは男子基幹労働力）を必要とするところがら、これらの作業は複数の農業経

営による共岡作業で実施されるのがほとんどである。この場合、大型特胴作業機の

保有や利用に関して機械利用組織が重要な役割を担うことはいうまでもない。

　以上のように、十勝地域に潮ける機械利用組織の実態を地域の農業動向や機械化

動向と関連させて概括すれば、いくつかの特微が明らかになるが、今1ヨ的にも大型

機械利権にも．とつく一定の生産力の高揚のなかで、機械利用組織は、（1｝機械導入の

ための資金調達、②一定利用面積の確保、（3磯之の能率的利用のための労働組織の

形成などの理由から重要な位置づけにあると考えられる。しかし、現実の機械瓦燈

組織は、機械利用をめぐって多くの問題や矛盾を内包し、個別経営の経営展開をい

．ろいろ規制しているのも事実である。

　そこで次に、このような実態を十勝畑作地帯の代袈的町村に細ける実際の機械利

用組織にそくして具体的に検討することにする。

5．個別経営の経営展開と機械利用組織との関連

　ここでは、農業経営の規模拡大や機械化の展開にもとつく経営の大酬い専門化の

　　　　　　　　　　　　　　　　　一11一一



第5表　地域の農業動向および機械化の進展状況

i

憲

1

士　　　　幌　　　町 鹿　　　追　　　町

1騨37年　　40 4　3 4　6 4　9 5　0 昭和37年 40　1　　43 4　6 49　　　　50

総　　農　　家　数（戸） 952　　　869 808 697 613 587 944 810 740 618 　　【S94i482
1戸当農業従事者（入） ・・1・・ a－　3・ 鍛　・・ 2．8 3．0　犀 2．9

3，0　　　　3．1　　「

1戸蟻耕地面積（£・） 酬1・・，　，　・h2．211a・…1a2　19．7i　甑9旨し5　128　王翫2　i　19・h9．9、　　　　l　　　　l
ば　れ　い　し　ょ

1
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　「北海道農業基本調査」および「北海下市跡村別農業学力」より作成。



進展という側面で、最近の十勝地域の一般的な農業動向をよく代表していると考え

られる士幌町と鹿追町とを代表地域にとり、両地域に齢ける特定の機械利用組織を

対象にして郭扮析躾施する（ρ

　第5表は、士幌町と鹿追町の農業動向齢よび機械化の進展状況について昭和37

年以降の動きをまとめたものである。

　士幌町は、十勝平野の北画部に位回し、鹿追町と隣接した町である。従来は、蓑

め作中心の畑作農家が大半を占め、霞麓周辺部では混同縦営形態の農家が多く分布

していたが、最近では凌め作が後退し、それにかわって根菜類あるいは牧草の作付

が増加して山麓都では酪農化、南東部では根菜類とまめ類を中心にした畑作専業化

の動きが表われてゐ・り、経営の大型化・専門化を含む農業の地域分化の傾向が一層

強談ってきている。同町の機械化は、昭和畦3年頃以降比較1ゆ高い共同所有の割合

を保ちながら急速に進展し、最近では大型機械化の伸長が著しいが、この機械化動

向が経営の大型化・三門化の重要壕条件をなしていみのはいう蓬でもない。機械化

に関連して、士幌町農協は昭和44年以降農業機械の農協リース制度を醐始し、農

協主導型による農業機械の導入を積極的に促進しているQこれは地域内の農家に均

等に農業機械導入の機会を尊え、共同利回組織によ夢三岡利用を推進して「畑作二

三営の懸となる二二地のヌ倣を難謁拷と糊艦したものであ訓し

かし、これは1司時に食罵ばれいしょの場合のように、農協営のばれいしょ大型加工

流通施設の運絹のために、機械貸付を通じて農協主導による加工流通過程に農家の

生産過程を体系的に組みこむための補完的役割を果たす側面も有し七いる。こうし

た動きは、その他の士幌町農協の積極的な農業施策とあい譲って、町内農業のみな

らず、周辺地域にも大きな影響を及ぼしている◎

　漉追町は、従来は壊め作を中心とした畑作專業や混同経営形態の農家が主流であ

、つたが、最近では冷害などの自然条件や離農の増大に伴う規模拡大、機械化の展開

などの条件に影響されてまめ作が後退し、逆に牧草、青刈とうもろこしなど飼料作

物の作付が増加して齢り、酪綾部門を拡大した二三経営や二三專業の農家が増加し

てきている。しかし、まめ作を中心とする畑作経営や小規模家畜飼養の畑作経営が

な於かな診存在している。蜜た、機械化は昭湘43年以降著しく進展し、共同所蒋

の比重も比較的高いが」最近ではとりわけ大型機械化が顕著に進み、これらは経営
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の大規模化や酪農化の動きと密接に関係していると考えられる。蓬た、鹿追町農協

では、農業機械導入をめぐって昭和48年から農i錫リ～ス制度を開始し、機械化の

促進をはかってきているo

1）士幌町赫地区にお・ける事例分析

　士幌町では、M地区を調査対象地区にとり、そこで地区の大半の農家が参加して

いたNトラクター利胴組合（当利胴組合は、昭卸50年に高能率機械化事業の導入

に際して酪農班と畑作班に分離・独立）を調査した。

　M地区め農業動向について簡単に触れて蔚くと褥当地区は町の中南部に位置し、

従来は按め作を中心とする畑作専業や小規模酪農部門をもつ混同経営形態の農家が

中心であったが、昭和40年代丁半以降の急激な離農の発生とそれに伴う規模拡大

や機械化の促進などにより、経営の大二化・専門化が急速に進展している。最近で

は、かっての混同経営農家の酪農専業化の三日が強まると同時に、以前の譲め作中

心の畑作専業農家では、食用ばれいしょを中心とする根粟類への作付i集中化傾向が

支配的になってきている。当地区は、以前から旧地が多く低位生．産性の土地条件で

あったが、昭和30年代前半から重点的に土地改良事業や機械化事業の導入がはか

られ、土地基盤も整備されてきて齢り，最近では経営の大型化・専門化に併行して

機械の個下野化が進んできている。

　第6表の上の部分は、地区内の機械利用組織の推移を整理したものであるが、同

地区では、昭和35年に道貸事業の導入により結成された鍛利用組含がトラクター

化の端緒をなして旧り、その後各種機械化事業を数多く導入して共同利用組織によ

る機械化を積極的に推進している。昭郵媛0年代半ば以降，利用組織では高能率の

大型機械の導入が主流となり、従来利回継織で所有していたトラクター本機および

一般作業機は構成農家に払い下げられているが、このように機械利用組織は機械の

個三三化にも大きく貢献している。壕た、昭和40年代半ば以降の経営の大型化・

専門化の動きに従って、畑作経営農家と混同経営農家とが分離する傾向が表われ、

昭和50年に畑作班と酪農班の二つに分かれて、経営形態や耕地規模など比較的等質

的な農家が集舎して利用組織を結成しているのが特徴的である。

　次に、利用組織を構成する個別経営と機械利用組織との相互関連を、個別経営の

　　　　　　　　　　　　　　　　　一1嬢一



脇表　七幌誕窟匙獣鮒る個別径回護営積嗣と被訊利用組鐵2積瑚
　　　　　　　　　　　　　　　　o，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙　　　　　　　　　　　　　　　　●
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経営展開のなかで組織有機械の利用実態を分析することにより検討することにする。

　調査農家の経営展瀾を，組織有機械の利用実態を中心にしながら経営の機械化動

向とあわせて分析すれば、第6表の下の部分に示すような二つの農家類型が明らか

になるQI類型は、機械利用組織を積極的にやや有利に利用してきた経営群で、機

械の個人有化の動きがやや早い。当類型の農家はすべて、昭和35年にM利用組合

に参加した機械化先発型の混同経営農家であ夢．その後も積極的に利周組合に参加

して機械化を促進し、昭和塵0年代の後半には独自に個入有化をはかっている。現

在では大型作業機を除いてほとんどの機械を個人所有しているが、個人梅化の三選

が11類型に比して早期であるのが特徴であるQこの類型の農家には、利用組織結成

に際して中心的役割を果たした人やその後の組織運営に積極的に貢献した入が含震れ

ている。1類型の農家は、以荊から畑酪ないし酪弓形営を継続してきたが極昭和

40年代半ば頃からの急速な親模拡大と併行して酪農専業化の方向に傾斜し始め、

昭和50年には新規機械化事業の導入に際してil類型の優塚群と分かれてM第一トラ

クター利用組合を結成している。な細．これらの三三では、酪農に傾斜し始める頃

から一様に負債が増加してきている。難類型の農家は、1類型ほど積極的かつ有

利に機械利回組織を利用できなかった経営群で、機械の個入山化の動きも1類型よ

りはやや遅い。当類型の農家はすべて．昭和39年のMビート省力組合に参加して

トラクター段階に移行して勘り、1類型に比して機械化が後発的である。その後は、1

類型の農家と共に機械化の推進をはかり．現在では大型作業機を除いて大半の機械

を個人所禽しているが、個入有化の動選が1類型に比べてやや遅いのが特徴的であ

る。嚢類型でも1類型岡様、昭和壌。年代半ば以降の規模拡大が特徴であるが、そ

の程度は1類型ほど大きくはない。黛た．これらの農家は以前から畑作専業形態と

して経営展開しているが、昭和篠0年頃から以降食用ばれいしょの作付が増加し、

最近では食用ばれいしょを中心とする根葉類への比重を極端に高めてきている。

　このように嘱個別の経営展開にみられる機械利絹組織への関わり方語よび機械化

動向の類型差は、直接的に経営構造の差異と関連していることがわかるQそして、

この経営構造の差異は、経営相互間の生産力的格差や再生産条件の格差により発生

したというよ夢は．むしろ外部資本（財政資：金や農協系統資金など）に依存した経

営展開の差異として表われていると考えられる◎類型内部での農家間の差異は鮮明
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第7表　春作業・秋作業時における作業
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④
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実
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）

作物名

牧　　草
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実態 士幌町M地区 昭和5◎年
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ではないが、これには、農協の中農標準化施策のもとで各農家の経営条件が比較的

近似している上に、農業経営の生産過程自体が農協の加工流通体系のなかに包摂さ

れて、ほ酸画一一的な条件下にあるためと推察される。

　次に、個別経営と利用組織との相互闘連をさらに詳細に分析するため、具体的に

機械利用が行なわれる現実の農業生産の作業過程にそくして労働組織の側葡：1を中心

にしながら検討する。この場含、具体的な労働過程の分析にあたっては、春作業と秋

作業の労働ピーク時期の作業を中心にとりあげることにする。

　第7表でわかるように、1・蕪類型の農家とも大型機械化一貨作業｛靖く系が確立』さ

れ、その下で従来の家族労作経営には存在しなかった労働組織の形成（経営発船間

での組作業）が存在して協業形態の発達が認められるが、各農家ともそのなかでい

ずれも新しい矛盾に逢着している。　1類型の農叡は．飼料作物への作付集中が著

・しく、大型機械化体系の下で家族労働力を中心に労働組織が形成され、鵡爵の利用

が皆無であるように省力化がよく実現されている。しかし、家族労働力単位では作

業困難なゲントコーン収穫作i業については、圏割家嗣志による共同作業が実施され

ている。ところが、共同の農家の一戸当の作付顕積が大きく、作業機の作業処理能

力には限界があるところがら、作業が長期化するという問題がある。｛1類型の農

家でも、大！桝幾械化体系の下で家族労働力を中心に労働組織が形成されて、省力化

が実現されている。しかし、食胴ばれいしょへの作付集中が大きく、この収穫機（

ウイセント）が最低5入の労働組織を必要とするところがら．収穫作業は必然的に共

同作業で実施されているが、収穫機の作業処理能力が小さいだけに（11三1当0．8荒α）

作業期閥は長期化せざるをえない。そして、作業は共同作業を中心にして行なわれ

るため、この期闇に集中する蜜め類の収穫作業や小麦のは種作業などとの間に厳し

い労働ピークを形成している。蜜た，食胴ばれいしょへの作付集中の要闘には、収

穫機械貸付に付随して農協と貸付組織（農家）との間に王台につき3万俵の出荷契

約融融る。と猷駄条件眩。ている離曝せな謝。のよう轍母性作

傾向は。土地利用自体を崎形的にするもので、実際に連作による地力問題を併発す

る原因にもなっている。

　上記のように、現在の機械利用組織内に避ける機械利嗣について．個別経営聞に

は明確な類型差が認められるが、この類聖差の要臨が従来の個別経営の経営展開に
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も規制的に作用してきたと考えられる。とくに．経営の大型化と併行した専門化（

畑作農家での根菜類への作付集中、かつての混同経営農家の酪専形態への傾斜）の進

展には機械利用を媒介にして重要な役割を果たしてきたと考えられる。

2）鹿追町S地区に論ける事例分析

　次に、士幌町の事例と対比しながら漉追町の事例を分析することにする。鹿追町

では、代表事例としてS地区のSトラクター利胴組合を抽出し、実態調査を実施し

た。

　まず、S地区の農業動向について簡単に触れて細くと、当地区は町の中南部に位

罎し、以前からまめ作を申心とする畑作導業農家や小規模家畜飼養の混同経営形態

の農家が数多く分布していたところで．現在で一このような経営が相当数残存して

いるが、一方では経営の規模拡大に伴って根粟類の作付を増加し、小規模乳牛飼養

を中止して育成牛や豚、鶏飼養に切り替えて畑作専業形態に移行する経営もみられ

る。しかし、これらの農家が混在して分布しているところに当地区の特徴があり、

士幌町M地区のように経営の大型化・専門化が極端に進んだ地域と対象的に、凌だ

未分化の混同経営形態の農家群が多く残存している点で特徴的であるoS地区では

昭和3◎年代の後半から共同でトラクター化の導入が始蜜って旧り、現在でも個別

経営は、かなりの部分を共同組織有機械に依存しているが、機械の不足傾向がやや

うかがわれる。

　次に，第8表を参考にしながらS地区内の機械利絹組織の展開をみれば、同地区

では、昭和37年に結成されたSトラクター利用組合がトラクター化の端緒をなして

齢塾、その後各種の機械化事業を導入して共同組織による機械化がはかられている。

ここで特徴的なのは．一つには利絹組織形成のたびに構成メンバーが枳違して澄り、

機械利用組織内の個別経営の経鴬条件（経営形態や経営耕地面積、生産性水準など）

にかなりの差異がみられることである。二つには、この経営条件の格差は㌔最近大

きくなる傾向を示しつつあること。三つには、地区内には多くの機械利用組織があ

り、各農家ともいくつかの複数の利罵組織に参加していることが特徴である。例え

ば、昭和5◎年には新しい機械化事業の導入により、Sトラクター利朋組含の構成

員は二つに分かれてさらに新しい利用組合に参加している。こうした動きは、現在の地
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区内の機械の不足傾向と深い関係にあると思われるが，機械化事業の対象がほとん

どの場合、集落を単位としていることにも原困の一端があ零そうである◎

　個溺経當と機械利用組織との寒心関連を．個別経営の経営展開のなかでみると、

ここぞも第8表に示すような二つの類型が存在する。　1類型は．機械利用組織で

の機械利胴を積極的かつ有利に経営展醐に結びつけている農家群で、一部の農家に

は最近，機械の個人断有の動きも認められる。この類型の農家には、利爾組織結成

の際に申心的な役割を担った人やその後の組織達営に積極的に貢献した入が含まれ

ている。　1類型の農家では酪農部門を捨象して鶏・豚・育成牛蔽どに転換し、畑作

のウエイトを高めているのが特徴であるが．この要凶には経営耕地規模の拡大や比

較的高位な反収水準などの条件が考えられる。蓑類型は．　トラクタ晶導入時期は

憂類型と同じであるが、機械利用はほとんど全面的に利驚組織に依存せざるをえな

い状況にあったにも拘らず．1類型ほど有利に組織有機械の利備を経営展開に結び

つけることができなかった経営群であるQこの類型の擬家では．経営耕地の拡大が

全くなく、そして反収水準もそう高くはなく．経済的な再生産の基盤も脆弱な壕懐

に零細な混同経営形態を継続しているのが特徴である◎また，このような状況が利

用組織での機械利粥を積極的に行ないえない条件になっているとも考えられる。

　両類型の経営展開にみられる機械利用組織への関わり方診よび機械化動向の違い

は，各類型農家の経営構造の実態と深く関係していることがわかるが、この経営構

造が生産力的格差と結びついて農家間の階願性として表われているのがS地区の特

写である。

　次に，個別経営の現在の作業過程に齢ける機械利爾の実態を検討することにする。

第9表を参照すれば、両類型とも蓑だ士幌町鯖地誌のように大型機械化体系が確立

するには至って診らず．労働組織的には，大型機械化段階での協業の発達（例えば

組作業）がみられるもののも裸手労働も比較的多く残されている。

　夏類型では，利用組織で多少機械装備が不足気味であるにも拘らず、比較的麿利・

に輪軸している傾向がみられる。例えば、一定の労働組織の形成を必要とするてん

さい移植作業と種子ばれいしょ収穫作業は共同作業で実施されているが、組織有の　　・

作業機械台数が少なく、経営形態や作業面積が相違する農家と作業班を組織してい

るにも拘らず、よく適期作業がなされている。ただし嘱9月の種子ばれいしょ収穫
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時期に臨作物間の労働競合が強く表われている。

　これに対してB類型の農家は，小規模零細的な混岡経営で、利用組織内の機械不

足声影響して機械利用が、思うに綾かせず。今でも手作業部分が絹当多く残存して論

り．出面の利爾も多い。てんさいは直播栽培．種子ばれいしょは手織きで対応して

いるが、スプヒイアーの台数不足から疫病防除に遅れをとることもある。共同作業

は、種子ばれいしょとゲントコーンの収穫作業について実施されているが，両作物

とも作付面積が少なく、経営形態や作付構成の相違する農家と労働組織を編成しな

ければならず、総体的に不利な条件下での作業となっている。労働組織的にみれば．

大型機械化に即応した作業体系が形成される条件は、震だ咳だ脆弱な経営である◎

俵た、利稽組合内では小親模経営であるため篭機械費胴の魯損蒲でも不利煮状況に

ある。

　上記のような現在の機械利用組織内にみられる個別経営の利用組織への間わり方

の類型差が、以前から個別経営の経営展開に規制的な作爾を及ぼしてきたものと考

えられる。

3）事例分折の小括

　以上のように、士幌町瓢地区と鹿追町S地区に齢ける二つの機械利矯組織の実態

調査にもとづいて、個別経営と機械利胴組織との網互関係を分析してきたが，そと

から次のような特徴を指摘することができる。

　第一に、機械利用組織の形成要因については。次のような条件が考えられる。す

なわち、農業経営の内部条件としては．農家経済が貨幣経済や商晶化経済のなかに

包摂されて・社会的生産力の「端を担う個別経営の生産力の発展の知句が追求され

るなかで、機械化の導入・促進の要講が強まってきたが、個別経営独自にはそれを

実現しえない農家経済の実態があ夢、噛た一方で．大型機械施設の能率的・効率的

利用という側瀬からも利粥組織の形成を必要とする条件が存在した。震た、経営の

外部条件としては、共岡組織化によ診大型機械・施設の効率的な利用をはかり、生

産性の高い安定した農業経営の育成をはかるといういわゆる「上からの組織化」の

動きがあり悔この二つの条件が一致した結果として共同組織化が進展して慧たもの

と考えられる。そして，機械利用組織は、もっぱら行政的な機械化郭業によって形
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第9表　春作業・秋作業時における作業

類型

農蒙

1

類
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③

農
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族

労

働

力

入
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長
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妻

蓼
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　いしょ
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そ　　ぱ

小　　麦
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共

同

作

業
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弼　積
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2、6

王．5
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馬2頭
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の経営概要

　　4月
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　　5
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　6　　8

縺C　　，下

　　9

縺C中，下

　　エ。

縺C中，下
⑭　　　　⇔ 一圃
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所有台数の少ない機械を袴利に利倒して適期作業の実施。

　　　　　　　　　一
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P一◎　経営耕地颪積：1＆3磁　　その他参加利用組合：
@　　　　　　　　　　　　　　　　s第璽利用組合　　　家族労働力強入　　　　　　　　　　　　　　　　　S種子芋生薩官倉

注）　〔コは労働競合する作業、⊂＝⊃は共同作業。
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実態 鹿追町S地区　昭和5◎年

4月 5 6　　8 9 1◎類型
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　〔作業〕

､同農家
J　働　力
g罵機械
?業処理面積

・夫婦2入出役、出函3人、計7人
Eトラクター％、ポテトハーペスタ

sウイセンの％3　　　　　　・
E◎．讐£¢／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　〔種子ばれいしょ収穫〕　　　　　　　　〔ゲントコーン収穫〕・不明　　　　　　　　　　　　・畑酪22£・、酪煽　　　　　　’

　経営規模や作付構成に差異・夫婦2人出役　5～6入作業

gラクター3乃、フボレーψ・魂ター

刀Aダンプトラ・ク2台個入
@G．8毘α／貝

労働ピーク 肉月下旬～5月中旬　　　　　　　　　　　　9月中旬～歪。月中旬

特　　　　微

・スプレイアーの台数少なく、疫病防除にすぐ対応できない。
ﾄんさい直播、ばれいしょ手まき。・機械購入暗の負魏は「あた蜜劉」、利嗣野積少なく不利。

E共同作業があまり多くなく、9隊族労働力の作業が多く、出爾利朋が多い。（年

ｷ200入墨）



成されてきているわけであるが、しかし、その後の個別経営の展開や利用組織の展

開につれて種々の矛盾や問題：点が発生してきている。

　第二に．個別経営と機械利用組織との聞に種々の矛盾や問題点が生ずる要因とし

ては、次のような条件が考えられる。まず、最も主要なものとして経営相互閥の階

麟性（経営構造の差異）を指摘することがで糞る。この階層性あるいは経営構造ゐ

差異が、機械利己組織への関わり方の相違、すなわち前述した経営展開の類型差と

して表われている。この鼻面性の生ずる主要な条件として，鹿追町S地区では、経

営間の生産力的格差が考えられたが、士幌町借地匿では．経営間の階謡言は必ずし

も明確に：は表われて論らず、むしろ畑作と酪農という経鴬構造の差異として把握さ

れた◎後者で．農家間の階層性が必ずしも明確に表われない最大の理由としては．

農協を中心とする農業経蛍の中擬標準化に向けての積極的な農業施策の展開を指摘

することができよう。

　このように。組織構成農家聞の醐翻三を発生させる条μ1・とし七、個別経営や機械

玄義組織、ひいては地域農業のあり方を大きく規制する農協や地方自治体の農業指

導方針が問題になってくる。現在の農業経営や機械利用組織の実態は、一一面ではこ．

の間の農協や地方自治体の指導方針にもとつく農業施策の反映として理解できるが、

実態調査で認められる士幌町と鹿追町の事例の違いもこのような側面に理由があり

そうである。農協や地方自治体が、実際に個別経営や地域農業に一定の方向性を持

たせようとする田舎には、具体的に機械利絹組織などが槙桿として箆要な役割を担

うことはいう寮でもない。士幌町瓢地区の藥例は．それを如実に表現している。

　また同様に、農家闘の階層性を発生させる条件として，機械化事業のあり方自体

が閥題にされねばならない。一般に構造改善事業を始めとする各種の機械化事業は、

多数の艘家による共同組織化を条件としているが、実態調査結果にもみられるよう

に、事業の導入は集落を単位にして実施されることが多いことから、経営条件の乖

離した農家同志が利用組織を結成しなければならぬ場金がしばしばみられる。

　さらに、必ずしも直接i的には農家闘の賠層性の拡大とは結びつかないが．利用組

織内部での組織の運営。管理をめぐる役職分撞やイニシアチーヴとの関連である。

この側懸については．隻）、2）で充分に触れることができなかったが、利爾組織

によっては名目上役職分損が一定期閥ごとに変化する場合もあるが。組織内部で
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の特定層によるイニシアチーグの発揮如何には変化のないのが実情のようである。

前述した経営展開の夏類型に属する農家には隔利用組織結成に際して大きく貢献し

た入や庵その後の組織運営に中心的役割を魍って慧た入が含蜜れる場合が多くも組

織の三三・管理をめぐ凱これらの縫家層を中心にしてその具体的方法や方向性が

決定される場合が多いようにみうけられる。これがひいては、機械利絹と結びつい

て農家問の階層性を醸成する要因になっているとも考えられるσ・

　第三に、個別経営と機械利用組織との間には相互規定的関係が考えられる。すな

わち、組織構成農家間には，その階層姓あるいは経営構造の差異に起因して，利用

継織との関わり方には現実に類型差が存在したが，壕た他方で．利用組織の農家構

成の状況や組織有機械の所有状況に代表される利用組織自身のあり方が、個々の経

営の機械利絹、とくに組織有機械の利罵にむける差異を発生させる条件になってい

るという、いわゆる両者の絹互規定的関係が考えられる。

　この個別経営と二二組織との相互規定的関係は．いずれの場合にも一様に現象す

るのではなく、状況に応じて各様の形態で現象するものであって，この関係が縫営

発展の条件となるのかあるいは高山になるかについては，必ずしも一義的には判断

できない。調査農家の従来の経営展開に澄いては、齢そらくこの記者の報互規定的

関係が種々の場面でさまざまな作胴を：及醸して登たと考えられる。

4．機械利用組織の展開とその条件

　鯛朋経営と機械利息組織との聞にはさまざまな矛鷹や問題点が内包されていると

はいえ、．大型機械化段階へ移行しつつある現在では．大半の農家が機械導入のため

の資金調達や一定利絹面積の確保．機械の効率的利用のための労働組織の形成など

の理由から何らかのかたちで利用組織に依存せざるをえない状況に齢かれている。

それだけに機械利用組織の今後のあり方が悔個別の経営展麗ひいては地域農業のあ

り方に重要な意味を持つものと思われる。

　そこで次に、以上のような実態分析をふまえて、今後の個別経営と機械利回組織

の絹互関連のあ幻方とそのために必要な条件について補足的に触れて澄きたい。

　まず、それに先立って、組織構成農家がそれぞれ現在の機械利罵組織に対して持

っている意見むよぴ今後への意見・要望について簡単にまとめて齢く◎第G表齢よ
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び第8表の右側部分に実態調査結果を箇条書にして厳とめたが、これ蔑での2地区

の事例分折を念頭に驚けば、出された意見や要望には環実の利絹組織の実態がよく

反映：して澄匂、それな夢の根拠の認められるものが多い◎

　現在の機械利矯組織に対する意見では、総体的には．〈1）機械装備や共同作業，（2）

参加利絹組織の数澄よび構成メンバー，㈹利用組織内での入間関係等に配するもの

が多くなっているQこのなかで、組織構成員闘の入門関係についての意見は悔利嗣

維織への機械利用や組織運営醸での矛懸や縄題点が入間関係の軋礫として表われた

ものと理解できる。

　今後の機械利用紺織や機械化壌業に関する慧晃・要望では、総体的にはα〉機械の

所有形態．《2膿械利薦組織、13＞それらと密接に関連する機械化事業、などに関係し

たものが多いが穐提起された内容は実に広範多舷にわたって蔚ウ、機械化の問題に

寄せる農家：の関心の強さには改めて驚かされる。／11の機械の所麿形態については、

異体的な内容には差異が存するものの．強い共同化志向が大半を占めている点が特

徴的である。

　いずれにしろ、こうした農疑の生の声はヤ動揺する最近の麗業状勢のなかで、厳

しい現状に対応しつつ独白の生塵方向を模索しようとしている実態の生々しい反映

として把握することがで慧る◎

　上記のような利溺組織構成農家の意兜・要望の検討結果や蘭述の実態分析の結果

を参考にしながら．個別経営と機械利幣組織の展闘の網互規定的蘭係について、

その町能性と展望を模索すれば次のような点を指摘できよう。

　一般に資本主義経済の下では、農業経営は緬別的・私的経済単位であり、自らの

個別生産力の発展をはか脅、経営の再生産を実現せねばならぬ特質をもっているQ

その意味でも機械利用組織による共岡化の鋤きは、基本的には個別経営の経営発展

にそくして把握されることが重要である。この場合寓農業経営の発展は、経営耕地

規模、労働力保有．機械装備等々の生産手段を体系的に組織し、安定的壕土地利用

体系や家畜飼養体系を確立して経営の再生産条件を確保し．生産力水準の向上をは

かることによ診実現されるものであ勢．機械利驚組織もこうした条件を整備するた

めの一つの組織として位概つげる必要があろう。

　箏例分折でもみるように隙農業経営が内的生産力の契機から一定の機械利下組織

　　　　　　　　　　　　　　　　一30一



を必要としている実態を念頭に診けば．個別経営の生産力発展に必要な機械利用組

織に関する条件として指摘できるのは、次の各回である。

第一に・個別経営を経営総体として矛瑳罵組織のなかに位置づけて・その合理的土

地利用（輪作体系）を確立し、ひいては安定的な家畜飼養条件を創出すること。そ

のためには、何よりも組織構成員の経営実態に応じた利用組織であることが要請さ

れる。

　第二に、こうした条件を整備できるような長期的展望をみすえた機械化事業澄よ

び機械化政策があること。とくに、擬家にとって使い易い充分な資金調達の途が開

かれていることが重要である。慶た，事業導入に伴う共同組織化については、有効

的機械利用を実現するためにも、形式的な組織化ではなく、構成農家の性格や単位

を考慮した機械利回組織の形成を可能にするような配慮が必要とされる。

　第三に、利爾組織を構成する農家間の経営条件の格差をできるだけ是正するため

に、機械化施策のみならず、長期的観点に立脚して農産物飯格や土地所有の問題な

どをも含めた総合的な農業施策が要請される。そして、このような条件を創出する

ためには、具体的な農業施策を展開する農協、地方自治体篭国などの各関係機関の

役割が非常に重要であること轄、もちろんのことであるq

　　注

（エ）共同作業組織、共同利用組織，集団栽培綴織、受託組織澄よび畜産生産組織の

　　五つである。農林省農林経済局統計情報部『農業生産組織調査報告書一昭和

　　47年8月調査一』P蓋～P16を参照。引回は？3～P4の部分◎

　　　譲た、梶井功は，生産組織が個別経営を生産過程に於いて補強・補完する組

　　織であることやも近年個別経営のワンマン・ファーム化が進展して、この経営

　　の内部的要求が一般化しつつあることから、ゼ生産組織」というよりむしろf

　　生産者組織」と表現する方がより適切であるとしている。梶井功『小企業農の

　　存立三品杵」1（1973）P2玉5参照。・

（2レ注（1｝と同一盗料、P3～翼を参照。ことでは、「共同利用組織とは、複数の農

　　家が機械。施設の利絹に関する規定によ珍三舎している組織をいう。（中略）

　　ここで共同利周とは、組織が共同で購入あ・るいは借入れた機械・施設を、共同
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　　作業によって共同利用する場合のことをいう。したがって，共同で所有してい

　　るものでも個別利用している場合は、原期として共同利嗣組織に含めないこと

　　とした。」と定義している。

〈3）梶井功上掲書P223より引用。

14）　マノレクス『資本論』脱気部第遮断第玉玉d2・13章（向坂逸郎訳、岩波書

　　店．第1部P嬢17～P636）参照。協業の発達としては，単純協業一分業

　　にもとつく協業ゆその上に展開する機械化段階での協業。

㈲　七戸長生「農作業の労働組織からみた家族経営」昭和SG年度農業経営研究会

　　秋季大会報告要旨P至3よ夢引用。

16｝事例分析は，昭和5画筆の夏に実施した農家実態調査に依拠して行なう。調査

　　は機械利用組合の構成農家を対象に聞嚢取り調査を実施したが、利屠組合の実

　　態をより鮮明にするため．利驚組合長や農事実行組合長からも聞き取りを平な

　　つた。

（7｝田畑保r畑作農業の構造変化と農協・葭治体一北海道士幌町の事例から一」『

　　研究季報姦55』北海道農：業総合研究所（至97導年）所載を参照。引矯はP

　　21Q士幌町農協は唾以前から農協倉庫事業、金理化澱粉工場の経営穐新田共

　　同畜舎の設置．農地移動適正化斡旋事業・農地保有合理化罪業．農業機械貸付

　　事業．食用ばれいしょコンビナートの設立などのような生産から流逓に及ぶ広

　　範な施策を積極的に展開し．畑作農業の構造変化をり一ドしてきている。また、

　　農地移動や機械導入に関しては下騰農家のひ毯上げが配慮され．中農標準化的　．

　　施策がとられていることから，耕地規摸や機械化段階などに農家間の階層性が

　　他町村ほど激しく現象していないのが特徴である。

（8｝食用ばれいしょは、農家にとっては他作物に比して所得面で比較的有利であり、

　　農家は一定薦積の作付の希望を持っているのは事実であるが、収穫機が高価（

　　ウイセント1台500万円相当）であるところがら、個人所有は容易ではなく悔

　　貸付機械に依存せざるをえない状況にある。転た、3万俵の出荷契約に関連し

　　て、食溺ばれいしょの平均反収を60俵とすれば50藏の作付爾積が必要であ

　　り、これを3戸で利鰐するとすれば置戸当玉7擁弱の作付となり．著しい作付

　　集中をきたすことになる。
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